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伏見区ボランティアグループ連絡会 

令和 4年度は、新型コロナウイルス感染者減少の傾向にあったとはいえ感染リスクを負っての活動でした。

夏には 3年振りの納涼祭、秋には伏見区社会福祉協議会主催のボランティア入門講座に協力し、各グルー

プの活動紹介と久し振りの福祉教育では体験学習等、ボランティアの普及活動に努めることが出来ました。

その他、福祉ボランティア展を 2 か所で出展、広報誌「伏見のわ」の配布先の拡大等広報活動や会員の研

修、交流会等年間多岐に亘る活動には、多くの方々のご支援とご協力のおかげで実施出来ましたことに感謝

しております。コロナからの出口がようやく見え始めた気がします。令和 5 年度は過去の活動を振り返りながら

伏見区社会福祉協議会との協調を保ちつつ活気ある伏見区ボランティア連絡会として皆さんのご協力のも

とに進めて行きたいと思っておりますのでよろしくお願いします。 

令和 5年度 中西雅子（ねこの手） 岡本都（こおろぎ） 吉田万里子（花水木） 

 

 

 

 

『要約筆記サークル かたつむり』 

中途失聴者・難聴者のコミュニケーションを手話で

なく文字に書いて内容を伝える（耳がわりになる）こ

とをしています。中途失聴者・難聴者と共に楽しく交

流や啓発をしています。 

『花水木の会』 

支援や介護の必要な高齢者と共に月 1 度交流会

を開き歌やゲームや手芸を楽しみ春秋には外出行

事をしています。 

 『朗読ボランティアグループ京都 YMCA こおろぎ』 

視覚障がい者を対象に様々な情報を伝えるために

朗読をしています。又、お互いを理解するために、

年 1回「ふれあい」広場を開催しています。 

『醍醐朗読ボランティアの会 ひびき』 

視覚障がい者を対象に対面朗読、醍醐中央図書

館での絵本読み聞かせ・紙芝居・お話会などを行っ 

ています。 

 

『ボランティアねこの手』 

高齢者・障がい者の方々との交流の場作りのお手

伝いや学びながら、社会参加の支援や「こころの病」

についての啓発活動をしています。 

『手話サークルともだち』 

手話学習を通じて聴覚障がい者への理解を深めコ

ミュニケーションをはかり共に支えあって手話の普及 

をしています。 

『ぶどうの会』 

京都ふれあい公房で昼食作りと絵を描く会をしてい

ます。精神に障がいを持つ人により添い少しでも力

になれるように活動しています。 

 

5月 8日～6月 2日に「京都ふれあい工房カフェ

きゃんばす」で絵を描く会のグループ展を開催しま

す。会場ではランチやコーヒーも楽しめます、是非

遊びにきてください！！ 

（『ぶどうの会』） 

京都ふれあい工房カフェ きゃんばす HP→ 
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伏見区ボランティアグループ連絡会 
こんなことしています。 


